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1　緒

　妊娠中毒症と栄養との間には密接な関係のあることは

早くから指摘されてきたことであり、妊婦の栄養管理の

重要性は論をまたない。愛育病院では昭和36年栄養部と

産婦人科との協議の上、妊娠中毒症食富の基本方針を定

め、その約來食事笈に基いて本症患者への供食が行なわ

れてきた。

　最近、妊娠中毒症に対する食礁療法の考え方が変化し

昭和41年に発表された日本産娠人科学会妊娠中毒症委員

口

会の「晩期妊娠中海症の予防と治療」では今迄での低蛋白

に対し、むしろ高蛋白食を奨めている。愛育病院では、

この案に準じて、従来用いていた妊娠中港症栄養供給盈

蓋準及びこれに対応する食構成を改変した。この新しい

基準が、はたして支障なく入院患者に用い得るものか、

どのように受け入れられるかを、病院給食の実際を通し

て質と量との面から検討し、今後の病院給食及び、妊娠

中撮症患者栄養指導に資したいと考えた。

H　研　究　方　法

1，　調査期問及ぴ調査対象

　昭和43年7月より45年3月迄に本院産科に入院し、妊

娠中濾症食番皿度及び五度を供された者の中、資料の比

較的よく磁った47名を「対象」とした。（以下単に皿度、

π度又は対象と略す。）（入院期間は最短5日、最畏20日）

供された食富は皿度43名、豆度から皿度に移行した者2

名、五度2名である。対象の年令は20～40才の間に分布

しているが、25～29才が約半数を占める。初産婦が60’

％。妊娠3、4、5ヵ月より妊娠末期迄の体重増加は9

㎏以下が37％、9～15kgが59％、15㎏以上が4％であ

る。入院前に尿蛋白、浮腫異常、高血圧等の臨床症状の

全くなかった者は4名のみで、その他はいづれも、これ

ら三症状のいずれかを経験し、その中二つの症状を合せ

第1表　妊娠中毒症及び対照の栄養基準

＼　　　熱　量　蛋白質　脂　肪　塩分量　　　　Ca1　　　9　　　　9　　　　9

旧　皿　度　2000　　70　40～50　　10

∬度聖500。。6・35～45　5

改皿度劒 8・～IQ・4・　1・

∬度16。。 。。75～85　　　5

寸　照1235。劇8515・一6・1

第2表減塩食食植成案

妊
娠
中
撮
症

対

食　　品　　名 旧　案 改　案 対照（常食）

（9） （9） （9）

米　　　　　飯 200×2
　200×2
150×2） 　350×2

パ　　　　　　　　ソ
100 75（50） 100

バ　　　タ　　　ー 12 10 2Q

小　　麦　　粉 18 20 20

芋　　　　類 52 50 40

み　　　　　そ
14 15 20

豆　　　　腐 50 50 40

豆（大豆うずら豆） 6 10 15

白　　身　　魚 60 90（80） 60

肉　　（鶏・豚） 60 90（80） 80

卵 50 50 40

牛　　　　　乳 200 360 360

緑黄色野菜
go ioo 130

その他の野菜
160 L50 270

柑きつ類その他果物 125 150 3Q

さ　　と　　う． 30 3Q 25

油 璽2 15 25

　注（）内は減塩狂度の場合

もつ者15名、　3名は3症状を合せもっている。分娩時

期は、予定日±2週間以内に入る者62％、これより早か

った者27％、これより遅れた者11％である。正常産は66

％で、あとは何等かの形で異常を伴った。児の出生時体
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重は2，5～3。4kgに入るものが64％で、未熱児は6名、残

りは全部3，5㎏以上であ？な。、、、

　2．調査内容

　①食物及び栄養摂取量調査＝入院中ρ摂取栄養量は

次のようにレて算串．した軌塗院の食夢琴？いては下膳の

際、実際に配膳を担当した者が、残髭を調べ七記録し、

供食量と残血との差から実際の食物摂取量を算出した。

補食については、対象者に病院の食凄以外に摂取した食

品の種類及び孟を、そのつど記鋒してもらった5これら

両蕎即ち嘩の餌、r給剣・と鵬と施9栄搬を．
餌て、r騨饗取恥とす醒

、

、

　　　　　　　　　　　　　　　「）レ；皿一三

　　　　　
、 　　　　　　　　　　　1　〆■

L．総栄養摂取量、

　尚、病院の食泰献立作製に用いた新らしい、妊娠中毒症

栄響準姥麺調耐隙徽を・i日衆鰍して第
P 1、2裟に示す♂尚正常食の基準栄養量と食構成を示す。

　②　食富一般に関するききとり調査＝分娩後大体3日

目頃に病床を訪問し、以下の礁項について聞き取り調査

を行った。

　（エ）現在病院で供される食事の分量忌油の使用量、 味

つけにつやての意見と、食べたい食品について。

（昇！l、入蹄に医師から飾に関する何等かの指示があ

ったかどうか、健康について日常注意していた点、家庭

でとって唾た食事の母及ぴ味爾つけ方、佃煮や潰勿、 玖

物の取り方等につめて6・、

調葦結果及ぴ考察

　5 日剛膿綿郷趣堵4曜ζついて㊨ヌ曄
均栄養摂取量（第3衷〉を示す己’比較「基準値」一は昭和41

年に日本産婦人科学会妊娠中毒症委員会より発表された

・数値である6総摂取熱量は皿度では2057Ca里で基準の上

限に近く・ 皿度窯辱蜘＄Falで奉準の下限をや 鼠下まわ

るo総蛋白質摂取量は皿度では91．29で基準の範囲内

にある力龍 豆度｝では71．5客で基準に達うしていないΦ 皿

度も限も輝顛の繍麺物騒白質で占められて

おり・聯即紬こと繭われる・脂肪摂取伽皿臥

膿押同じ鰯～579・磯でをま総騨の25％」度
では33％を脂肪で供給しており、日本人の食事としては

解肪摂取が多い方である。倹塩制限は卑度109、∬摩5

9で義る が、実際1；消費したのは前者7，29、後者3．59

であづた。

　対照として、主常妊姪34名の産褥5～4日間の栄獲摂

妊

娠

中’

』症’

皿

度

基 準　値
．　　食r総摂

取量

　度r．■㎏∵、　　

　　・・　　　r

五』 基準『 値

』給 ．げ食

　 総摂r 量

．　　 二　　』

　照
蕃 準　値

「、 ．食
．摂取量

取量は第3表 の様で1総摂取熱量25950a1で妊娠中巌症虹’

解麹126％に蟻・鮪質の麟量をま9緬師課と

脚唾はどく嘩麺前和6轍者o纏資墾
又動物性蛋白質ば前者が50．σ窪、．後者60．2ぎぞある。 以』

上の事から・対象が対照より・熱置に対する蛋白質量の

割合が多いばかりでなく、内容的にも良質な蛋白質をと

っている事がわかる。脂肪摂取量は対照は619で総熱量

の21％を供給しており、血誌騒凌まりその翻合は低“。

2』総摂取熱燈にづいぞの検討

中纈二賭の総駒郷鋒月別幣ると超月醜
月が3300“d倉で母嘩）、…』乳尽、7月y♀即亭ζ岱≦、

1gqgCal台であ？た勉1．無塚りよ恥蹄瞳食参すす苓、 、寒さ

や警り厳しい時には奪脚沸ζ蘇勝ちな9聯夢

・か〆 「年令別」｝夢蓼（箏喚表）25～2咳と30㌻3轄

嘩の御皐は・・1鍵働）よって3り｝20～34輝1鱗

Ca1、 25～30才及び30～34才層2q70Ca1、35才以上が2284

第3表平均摂『取 量

熱　　孟

　　　Cal
1800～2α沁

　　1857

　2057

1600～18QO

　皇427

　L498

2350γ24昌0

　2238
　2595

蛋白 質

　　　9

80～100

　86．0

　91．2

．75～85』

　68．7

　71，5

85

82．i

92．6

動物性蛋白質

　　　　9

57．0

60．3

51．2

53．6

菟3、8

50．9

調旨、．肪

　　　9
・・
0

53．1

57．3

53．7

55．6

、52，2

6L7

壊分』量∴
　　　9

1ゆ以下

7．2

712

5以下’

3．5

3．5
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第4表　年令。既住妊娠回数分娩状態別摂取量 第5表　産褥中の残食状態

例
数

（名）

年令別

既住妊娠

回数

分娩状態

20～24才

25～29

30～34

35以上

初　産

経　産

正常分娩

異常分娩

8
20

1Q

9

28

L9

3互

11

熱量Ca1
1885

2069

2068

2284

2QO8

2U5

2076

1997

蛋白質
　（9）

86，3
92，1－

9L，7

95．2

90．6

91，8

91，3

89，0

総回食数

残しなし
主食だけ残し

副食だけ残し

主食・副 食

共に残す

中毒症
朝1昼1夕1計

郷
187

52

52

52

343

224

38

45

．36

343

244

3L

44

24

対 照

朝1昼

1029　165　165

655　56　84

12L　23　19

14L　56　45

112・　30　　正7

夕1計

165495

54　194

16　58

63　164

32　79

Ca1と年令層の上昇と共に摂取猛の多くなる傾向がみら

れた。これは栄養量の常識とはむしろ逆の関係であり、

もし偶然でなけれぱ熱猛摂取に対する考え方の変化を示

もすのであろうか。

　　　　　　　　　　　　　　第6表残食

　r初産と経産」では、前者より後者の方が摂取量が多

く忌　「分娩状態」では正常分娩者の方が異常分娩者をわ

ずか乍ら上まわった。（第4表）

　3．病院から供される食事

以上は病院の食礁及び補食の合計値について論じた

の種類
穀類及び調理法野菜果物及び調理法＠3種）
（L6種）

蛋白源及び調理法（51種） 汁物（5種）　煮物（16種）

ごはん
％　
88りんご 　L

％ 　　　％
お浸し　　旧

　　　　％
乳　　　18

　　　　％
け缶　　26

　　　　％
姜焼　　5

　　　　％
そ汁

　　　　　　％50含め煮　　　悟

ノくソ 53ぶどう　　 7正油フレソ チーズ　　io ムニエノレ　L5 ブラバソス 瀞汁 15トマト煮　　皇3

かゆ 7トマト

チ　　　　　里3

ソテー　　13 うぐいす豆皇0西京潰　　7
風 5

　妙め汁 いり煮　　　7

塩味ごはん 5キャペツ　　5 サラダ1　13 煮豆　　　三〇 蒸魚　　　7
ボークソテー　　　　　　5

くず汁 旨煮　　　　5

スパゲッティ

レモソケーキ

赤飯

胡瓜　　　5

　レタス　　　

ナムノレ　　　7

ーグルト

ラダ　　5

モソ正油5

納豆　　　1

卵　　　7
ールデソ
ース　　　5

照焼　　　7

ば焼風　5
庵潰　　5
魚タルタ

串カツ

き焼

油焼

コーン！スーフ お煮つけ　　5
辛煮　　　5

め煮　　　5

菜豆　　　5

かやく御飯 ごまだれ胡 ミルク　　　5ノレソース　　5 豚肉旨煮
共煮

とり飯

めし

めし、

大根
菊繊胡瓜

瓜　　　　　5

浸し

りごまかけ

半熱卵　　5

　　　5

ムレッ　　5

つけ焼

イル焼

ら

いりどり

とり

キンステー

おかか煮

ろし煮

き合せ

サソドイッチ

べかわ

ずもち

アソシークッ
ー

しし唐

瓜ピーマソ

ラム

ロソ

コーノレスロー

のもの

杯酢

杯酢

ます

ぶどう豆

野豆腐

黄卵入グラタン

風卵焼

チーズ焼

魚
親子焼

串焼

ャリアピソ
テーキ

スーブ煮
煮きんぴら

松煮

くり御飯・
梨

レモソ潰
卵白 ミート目一フ

柿フルーツポγ
しその実澱

た

ハンバーク

風焼
カレー妙め

つけ焼
華風ソテー

ロールキャベ

酢みそ グラタソ

華風禰え しノノく一

胡瓜もみ

ごま和え
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が、病院の食癖のみについてみると第3表「給食jのよ

うになる。即ぢ皿度の場合は熱髭｛蛋白質、脂肪何れも

基準として定めた栄養量を満たしているが・皿度の場合

は熱量・蛋白質と．もに・基準をかなり1 まわる。献立は

一応基戦充分に鰍すよう粒て弊∫し〕るので・こ

れは皿度の場合の残食が少ないのに対し、∬1度の残食が

かなり多いことを意味するゼ∬度に残食が多いのは患者

の食欲のせいであろうか、或いは食塩制限、その他で食

味がよくないせいであろうが。

1第了表’1食品群別残食頻度

中襟症 対　　照

穀類及び調理法 go（％） 9L（％）

野菜・果物及び調理法 67 57

蛋白源及び調理法 80 60

汁　　　　　　　物 551 34

煮　　　　　　　物 40’ 57

第8表　残食品の順位
、

4．病院の食事に対する残食調査成績

　入院中、全くあるいは殆んど、残食のなかった者は47

例中7例で、その入院期間は、2名が5日、3名が7日で

あとは6日、8日各々工名づつで、いずれも皿度患者であ

った。これに対し対照は37例中1例で、F彦）観卓かちは

中毒症患者に特に残しが多いとは去えない。ただし正常

妊婦に対する給食量は2350～2450Cai・’蛋白質859前後

でかなり多い。

　残食の仕方については第5表にまとめた6朝食・ 昼

食、夕食の中、残食頻度の高いのは、中毒症患者では朝

食で対照では朝食と夕食であった。両者とも、食礁間隔

が長いにも拘らず、朝食に残食が多く1みられだ原因とじ1

て夕食後の補食が考えられる。対照昏ご夕食め残食が多い

の醤午後の間食とも関係するのではなかろうか。又主食

と副食では対照に著しく、主食の残食が多いのに対し▽’

中撮症憲者では主食、副食ほぽ同じ樫度であった。これr

は、対象の1食の主食供与量は2009であるのに対し、

対照は3509と量が多い蛮に関係がある様に思われるご、

　給食献立中に用いられている食品友び調理法を穀類盲

野菜、果物類、蛋白源とその調理法、ま㊧鯛理法の索を

汁物類と煮物類に大別して、その残食状態をみると（第

16表綴籔び講法では・・6鹸掲げ暁9・％賭
が残した経験があり、 その中・ごはん8ε％・バン53％が

1残した経験がおるる野菜果物類及びその調理法では、43

1騨町ら極，67％に残した鰍があり・その中・撒

類を用いたお浸し、正油フレソチ、ソテーが比較的よく

残れさている。蛋白性食品では、 51種類掲げられ、80％

の者が残した経験があり、そ0）中、 牛乳18％、さけ缶26

％ζなっている。調理法として比較的残しの多のは汁物

・類で5種類掲げられ、55％ゐ者に残した経験があり、大

1部分の者がみそ汁を掲げているづ煮物類では、工6種掲げ

られ・40％の者が残した経験ボあり・含め煮、トマト煮

1に多い。対照と1 較すると（第7表） 5項目の中、毅類

及び調理法でば対象と同程度の91鬼の者が残した経験が

勘り、 その他野菜血果物類、 蛋白源とぞQ調理法》 汁物．

　　　中　毒　症
順位

　　　食品名1彩
1

2
3
4
5
6

ご　　は　　ん

ノく　　　　　　　　ソ　

み　　そ　　汁

さ　　け　　缶

牛　　　　乳

含め煮・清汁

88

53

50

20

18

15

対

食 品　名

照

ご　　は　　ん

パ　　　　　　　　ソ　ー

み　　そ　　汁

含　 め 煮
マグロフレーク・

敵　し　寿　司

1％

ヴ1

34ン

29

26

20

17

類は中毒症患者の方が残した経験のある者が多い。個々

r．の食贔については（第8表）、残しの経験頻度の高いも

の、①ごはん、②パソ、③みそ汁の順位は同じで次に中

毒症患者では蛋白源として、よく用いられるさけ餌｛牟

r乳があげられ、対照では含め煮、マグロフレーク缶、散

し寿司が掲げられる。

5． 病院の食事に対する患者の意見

　一方、給食献立の中、米飯、苓／、魚、肉、牛乳、豆

腐、豆頚、ド野菜、果物、 菓子の食品10項目にづいての分

量に対する対象患者の意見を、①もっとほしい、②適当、

③多過ぎるの三段階に分けて調べたく第9表）。果物（鵠

％）野菜（53％）牛乳（42％）とそれぞれ半数近い者が

もっとほしいと答えている。モ鈴に対し、多過ぎると答

えた頻度の高い食品に米飯（3q％）パソ（17％）が掲げ

られており、残食調査の成績とも よ くr致するよ味つけ

についての意見では「薄くて食べにく 囚が3眺鷲ρ
食品としては、煮魚1豆腐、生野菜類が掲げられてい

る。逆に「塩辛い」と答えた者、・12％で、例として、み

そ汁、清汁が掲げられた。 食塩類は制限しているが、そ

れに応じて水分量も制限しているので、みそ汁の塩辛さ

は常食と同じ程度になっている、この為に塩辛いと評価

されたのかもしれない。残りの55％は丁度よいと答え

ている。又おいしかった料理として、野菜サラダ、ハン

バーグ、みそ汁等が、もっと食べたいものとしては果

物、 野莱及びサラ．ダグ掲げ島れてい急ず料理砂油㊨輿レ、
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第9表給食の量について
程 度

もっと

食品の種類
人数（名）

ノミ

牛

豆

豆

野

果

菓

は

魚

肉

子

ん

ン

乳

腐

類

菜

物

類

6

。2

4

7
17

6
7

21

23

6

ほしい

％

L5

5
互0

生7

42

15

17

53

58

15

適 当

人数（名）

22

31

33

31

2皇

31

30

互8

聖7

33

％

55

78

82

78

53

77

75

‘4

42

ε2

多　過　ぎ　る

人数（名）

12

7
3
2
2
3
3
1

Q
1

％

30

L7

8
5
5
8
8
3

3

第10表　食事量について気をつけたこと

食品の種類

分　　量

ご　　は
！、

　　　麺

　　　魚

　　　肉
牛

豆

豆

野

果

菓

　　　油

ん

ソ

乳

腐

類

菜

物

子

へ　ら　し　た

人数
14

13

9
2
3
3

正

2

1
3
6
2

％

前　の　ま　、 ふ　や　し　た

人刺％ 1人釧％
30

28

L9

4

6
6

2

4

2
6
13

4

23

23

26

30

27

27

29

30

27

25

29

27

49

49

55

64

58

58

6L

64

58

54

62

58

0
2

里

6

7

8
6
4

皇0

10

2
3

0
4

2
13

15

17

13

8
2L

21

4
6

不

人　数

明

正0

9
u
g
kO

9
11

i1

9
9
10

正5

方は85％が適当であるとしている。

　次に入院前どの様な生活をしていたか調査した。妊娠

中灘症と診断された時期は妊娠8ヵ月以前は2名、8、

9、10ヵ月は各々10、11、11名、10ヵ月以降は13名であ

った。医頗からの食癖に対する指示は塩分制限56％、水

分制限11％、その他投薬、入院等である。身体について

日常注意した事では、睡眠をとる、無理をしない等で、

いつもと変らない生活をしていた者6名であった。

　食事については、妊娠中毒症と診断された以前と、以

後の状態を調べた。12種の食品を掲げて以前より①減ら

した、②前のまま・③増やしたの三段階に分けてみると

第10表の通りで、30～19％の者が米飯、バソ、麺などのい

わゆる主食類を減らしている。又菓子を減らした者が13

％あった。主食の摂取量と妊娠中の体重増加との間に特

別の関係は見出せない。以前より増やしたものでは、野

％

21

19

24

L9

21

』9

24

24

皇9

夏9

2皇

22

菜、果物、牛乳の21～17％、ついで肉及び魚、豆腐が高位

を占める。しかしどの食晶についても50～60％の者は前

のま、と答えている。味つけに対して、中毒症になって

から、なんらかの注意をはらった者56％で、薄味にした、

みそ汁を薄めた、添加塩分を除いた等で、薄味にしなか

った者19％である。佃煮、潰物に対しては、とらなかっ

た者36％、ひかえた者26％、飲物については、ひかえた

者27％であった。これら妊娠中の塩分の使い方が実際ど

の程度になっていたか、浮腫、尿蛋白、血圧等との関係

はどうかについては今後、更に追究していきたい。

　残食調査、嗜好調査、食歴調査などから、いわゆる主

食猛の減量が目立っている。病院の食司下について今後主

食と副食と量的にどう扱ってゆくかについては検討の必

要があるように思われる。
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第H表補食’の供⊃給f栄』養．1量

中 舐 症 対 1照

』一

マ万御降大．1平 勘
熱

量

補食からの摂取熱量　 （Cap

総摂取熱猛に対する比率・1、く％）

i3

皇

1374

2真

200

　9

’i8

　！

1469

　24

』357

　13

蛋
自
質・

補食からの摂取蛋白質 （9）

綴取蛋白殿廟する比率（％）』

O．3

　1

34．8

　里4

5．2

　6

0．3

　1

～7．7

　22

10，5

　夏0

脂

肪

補食からの摂取脂脾　（9）

総摂取脂助量に対する比率　（％）

0．1

　2

12．1・

　37

4．2

　9

0．4

　1

19，1

44

9．5

．重5

第12表・補食・の 種類・

法
穀類及び調理蛋白源及び調乳及び乳製品

理法
　（14種）

菓 子．L　r　　l類《〈43種）

（h種）

のり巻

赤飯ゼ

茶巾寿司

寿司、、

％
6
6
4
4

にぎり寿司

五目寿司

いな・り寿司

バラ寿司

サン、ドイッチ

永ッ トドッ』

グラタン

　　　　％
うなぎ　　6

菰卵 、　　 4

鮫子

すじこ

うに

いわし缶

く じら缶

いか衝

ノ、ム

鮭缶

蒸鶏

春巻

卵スープ

コンビーフ

（5種），

　　　　％
牛乳、け52
ヨーグル㌧2k

アイスグリご
一ム　　　　互5

コーヒや牛・

．乳　　　8

チ」ズ

洋菓子、

　　　　％　ケーキ1』』2更

　ブリン　　15
カズテラ、1．夏o

　ド［ナツ　4

　ツヨートケー

門
併ム階ヘ
オムレヅター
キ

ベビード7ナ
　ツ

バイ

アツブル、乏1ζイ

』ベビ巴シュー
1く斌ヨ7

プチ7占ノレ

和菓・子 1　その他
　　■

果物・野菜類

　（30種ン

　　　　％
おはぎ・　6

うぐ吟すも
ち　　　　4

和菓字1　4

もち菓子

どらやき

桜もち

三笠山

栗まん じゅう

団子．、

まん嘩う

きんつぱ

菓ようかん

みつまめ

ういろう

　　　　％
あめ　　　15バナ』ナ

クッキー　10みかん

せん尽い　6ぶどう

チョコレー　りんご
ト　　　4梨
キヤラメル4
　　　　　桃
ビスヶット4夏みかん

キャンデー

アーモンドチ
白コ

あられ

かわらせんべ

い

クラッカー

　　　　ナ

そぱボーロ

あられせん琴
い

ポッ ブコ、一ン

甘栗

チョコビ
ツ

ネーブル

ブ．リンスメロ
ソ■

トマト丁

プラム

マスカット　’

柿1

誰かん
甥ど、．

オマゾジ

伊よかん

ハ》サグ・

グレ≒ブナ ノレー

ツ

サンキ不トー

酉那・』 もも

苺、パイナジヲ
ル、バ．イ ソ毎、’

いち、じく．，

』梅簿
、、

み塑を缶1．、
．．

セ吋r・。
き砂

．

飲物 類

　（i4穂）

％　　　　　％『
50隼身語骸．i蚤

、46ジそrス ・、置3

40オレソジジ 晶

33　　　　　　峯

蝦穿ジユ悶 4
2正カガビス 4
6サイダ＿　ヲ　4
6

　ヤクルト　・

．6缶ジ虻ズ∫

6トマトジュ寧ス

4ビーチジュ」ス

4ミックスジ量一
　ス』．4
　フノレーッサワ』

　麦茶』1．、
』＿

　野菜ろ7ブ、1』
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第13表食品群別使用頻度
6．　補食について

　入院産褥期間中に補食から供給された、栄養量を第U

表に示す。

　補食より摂取している熱量の1日平均は中灘症患者で

は最4、13Ca1、最歪も1374Ca1、 平均200Ca1、　これに対し対

照では、それぞれ18、1469及び357Ca1、蛋白質の最低、

最高及び平均は中灘症患者でそれぞれ、0．3、34、8及び

5．29、対照では、0．3、27．7及び10．59である。総摂取

量に対する補食の割合は中毒症患者は熱量、蛋白質共に

10％以下の者が過半数を占め、対照では、その逆で過半

数の者が10％以上を占めている。補食に用いられた食品

の種類を穀類及び調理法、、輩白源及び調畢法、 乳弦び乳、

製品類、菓子類、果物・野菜類、飲物類の6群に分けて

各々の種類をみると第12表の通りマ食品の種類が著しく

多い。中でも〕菓子類は43種、果物類は30種に及ぶ。補

食としてよく使用される食贔の順位（第14表）は、半数

近野者が、牛乳バナナ、みかん等が高く（52～46％）

次にぶどう、りんご、梨、挑、グーキ等を40～2汐6の者

が搬している． 飾群別に補食頻彫みると（第耳3衷）

果物、野菜類を88％で一番頻度が春く・過半数の者が菓

子類、乳及び乳製品類を補食品としている。

　対窯の正常妊婦の補食畠の順位をみると（第14表）、

牛乳は中毒症患者と同様」番頻度が高い、2割以上の者

が補食している食贔の中・中撮症患考す異る食品をもジ

ュ‘ズ、ヨーグルトが掲げられ、ケーキは2倍の40露の

食　　品　　群 中毒症 対　　照

穀類及び調理法 25（％） 40（％）

蛋白源及び調理法
13 28

乳及び乳製品類
58 72

葉　　子　　類
56 一83

果物・野菜類・
88 100

飲　　物 　類
27 54

第14表　補食品の順位

中　　灘　　症 対 照

順位

品名％食贔名％
正 牛　　　乳 52 牛　　　乳

63

2 バ　　ナ　ナ 50 ぶ　ど　う 51

3 み　か　ん
46 梨 43

4 ぶ　ど　う
40 ケ　ー　キ

40

5 り　ん　ご 33 み　か　ん
34

6 梨 二

29 桃・パナナ
31

7 ケrキ・桃 2L、 ジュース
26

8 ヨーグルト
23

9 り ん　ご 20

者に補食されている。食品群別に補食頻度をみると（第

13表）果物類は全員に、菓子頚83％、乳及び乳製品72％

に補食され、菓子類、主食類は中灘症患者に比べ補食頻

度が高い。

】V　総括及び結 論

　玉966年、日本産婦人科学会は蜂螺中毒窪の治療食辱対

する新しい見解を発表している。愛育病院では、これに

蓋いて、従来用いていた中毒症治療食栄養基準に改変を

加え、とれに対応する食構成を新たに牢めた。これによ

れば熱鉱五度1600～180GCa1、皿度1800～2000Cal・蛋

白質と食塩類は、それぞれ75～859、80～1009、及び

10、59、一献立の熱量は制限範囲の大体上限、蛋白質は

中位をとり、使用材料は当然のことだが、 食構成の条件

を充たすようにした。これら新しい栄養基準や食撫成が

入院患者にとってどの程度、受け入れられるかをみる

為、資料の比較的よくとれたH度2名、皿度45名につ

き、入院中の食礁摂取状態、病院の食來に対する感想、

補食の種類や分量等を調査した。またほぽ同時期に入院

した正常妊婦34名を討照とした。入院時期の関係上、食

事調査は全部産褥中に限られた。得られた結果は次の様

である。

　①並度患者の場合は、病院の食事と補食を合せる

≧謙齢騨値の上限・ 蛋鹸は中位燵した・瞳
患者の場合は両者合せ七 も、熱量、蛋白質共に基準値の

下限に達しなかった。

　②病院の食媒だけでは、 皿度では熱量は基準量の下

限、蛋白質は中位、五度は下限を更に下まわる。これら

は病院食に対する残食によるものである。

　③　入院中（入院期間は5～20日）残食の全く、或い

は殆んどなかった皿度及び五度患者は7例で、他は多少

とも、残食の経験をもつ。対照の残食なしは工例のみで

ある。

　④朝、昼、夕食の中、残食頻度の高いのは中毒症患

者では朝食で、対照では朝食と夕食又主食と副食では、

対照に著しく主食の残食が多いのに対し、中撮痺患者で

は主食、副食ほぽ同じ程度であった。但し1食別の主食

供与量は皿度は米飯として2GO9、対照3509である。
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　⑤　皿度、五度に対する、1患者の希望の主なものは、

牛乳・果実を増やす礁であり・又主食の多すぎるとした

者が30％にみられた。

　⑥ 入院期間中補食を全くしなかづ た患者は全くな

い。これは対照も同じである。補食か らの 熱量は 13～

1374Ca且、蛋白質0、3～34．89で個人差が極めて大きい、

また対照の補食量もほぽ同程度であった。

　⑦ 補食の種類は多様にわたり穀類及ぴ調理法11種、

蛋白源及び調理法19種、果物、野菜類31種、菓子類43種

飲物類14種に及び、また頻度として1ま、牛乳を爺食とし

たものが最も多く、ついで果実類である。補食の種類に

ついても対照との問に特別の差異は見られなレ》。

　以上の結果から、本院で新たに改案した妊娠中欝症皿

度は、栄養愛‘食構成とも充分患者に受け入れられると

思われる。五度では、熱盈、蛋白質とも本院の基準に達

しなかったが、これは塩味が薄い出と同時に患者の食欲

自体に問題がある様に思われる。
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